
2010年度後期　情報統計学　第２回演習の解答例

1. 「彼」が犯人かどうかを判断する十分多くの機会があって，そのうちかなりの割合で彼が犯人であ
る，と言っているわけではありませんから，刑事が言っているのは確率ではありません．これは，
刑事の「確信の度合い」というべきもので，確率とは別のものです．

ただし，この確信度を確率と同じように取り扱う「ベイズ統計学」という考え方があり，そこでは
このような確信度を「事前確率」とよんでいます．

2. (a) 求める確率は P(A∩B)で，条件付き確率の定義から P(A∩B) = P(B|A)P(A)ですから，P(A∩B) =
0.7 × 0.6 = 0.42となります．

(b) 求める確率は P(A|B)で，条件付き確率の定義から P(A|B) = P(A∩B)/P(B)ですから，P(A|B) =
0.42/0.5 = 0.84となります．
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